
川崎市における児童等殺傷事件を受けた政府の取組

○ 令和元年５月２８日、事件発生
○ 翌２９日、登下校時における子供の安全確保に関する関係閣僚会議 開催
（総理指示）① 徹底した捜査による全容解明と関係省庁での情報の共有

② 通学路の安全確保の徹底
③ 不審者情報の共有と迅速な対応の徹底

① 全容解明と情報の共有

② 通学路の安全確保

③ 不審者情報の共有と迅速な対応

④ その他の取組

【徹底した捜査による全容解明】
○ 犯行の動機・背景を含め、全容解明に向けて捜査中

【関係省庁での情報の共有】
○ 事件概要や被害発生現場の状況等に係る情報を関係省庁で
共有

【集合場所等の危険個所の点検】
○ スクールバスの乗車場所等について全国の小中学校で点検を
実施し、情報を警察や自治体間で共有、対策を推進

○ 「地域の連携の場」を活用しつつ、各学校が主体となり、保
護者・PTA、地域住民や警察その他の関係機関等と連携した安
全確保に係る体制構築と対策を推進

【警備、見守り活動の強化】
○ 登下校時間帯における集団登校の集合場所等に対する警察官
による警戒・パトロールの重点的な実施
○ スクールガード・リーダーを増員し、地域の見守りを促進す
るとともに、見守り活動時の対処能力を高めるために必要な装
備品（防刃ベスト、さすまた等）を配備

【防犯教室の推進】
○ 警察､NPOとも連携した、児童生徒の初期対応能力の向上等
の実践的な防犯教育の推進

○ 教員の防犯教育に関する資質能力の向上を図るための研修教
材（e-ラーニング教材等）の開発

【保護者の不安解消に向けた取組】
○ 通学中の児童生徒の所在や状況を保護者が把握できるように
するための方策の検討・推進

【見守り活動等に対する確認・指導】

○ 都道府県警察に対し、地域住民等による効果的な見守り
活動の実施のため、見守り体制及びその実施内容等につい
て確認・指導を行うよう指示(6/19)

【私立学校を含む学校安全確保対策の推進】

○ 私立学校を含む各学校において学校保健安全法に基づく
学校安全計画・危機管理マニュアルを策定するよう徹底

○ 防犯対策に関する「地域の連携の場」への私立学校・国
立学校等の参画

○ セーフティプロモーションスクール(SPS)等の先進事例
も参考にした学校安全推進体制の構築

【安全確保に関する調査研究】

○ 登下校時における安全確保について、海外事例等を調査
【登下校防犯プランの着実な推進】

○ 昨年６月に策定された登下校防犯プランによる各種取組
の確実な推進

【警察署、都道府県教育委員会等と国公私立中学校等との情報
共有体制の構築】
○ 都道府県警察、教育委員会等に対し、これまでの小学校
に加え、全国の国公私立中学校等との間においても、不審
者情報等の共有を行う体制を構築するよう文書を発出(6/11)
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